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１）問題・目的 

発達障害者の就労はさまざまな困難を伴い、発達障害をもつ学生の支援は教育機関の大きな課題である。本研

究は発達障害者を対象にして、就労の困難についてインタビューを実施しカテゴリーごとに分けて分析を行い、

その内容を明らかにすることを主たる目的とした。 

 

対象者 機縁法によって依頼した発達障害者８人を対象とした。対象者は医療機関を受診して自閉症スペクトラ

ムの診断を受けた者とした。平均年齢は 25.87 歳であった。 

 

方法 インタビューガイドに基づいて、研究担当者が半構造化面接を実施した。面接に要した時間はおよそ 30

分から 60 分程度であった。 

 

2)結果 

インタビューガイドに沿って実施した面接を録音し、逐語録を起こした。逐語録から主要なセンテンスを抽出

し、心理学研究者３名で協議し 428 項目の下位カテゴリー(「」により表記)、63 項目の中位カテゴリー(『』によ

り表記)、１１項目の上位カテゴリー(【】により表記)を生成した。 

就労決定までの流れとしては(図 1 参照)、まず『就活への努力』など【就労の準備】にとりかかる。ターゲッ

トを決めるためには、『仕事で重視すること』などの【仕事の価値観】や『マッチング』など【仕事をする動機】

が影響する。具体的な就活を始めるが『面接の困難』など【就活の困難】に直面することが示される。困難を乗

り越えるに『自己理解のアドバイス』など【就活で大事なこと】に取り組み就労決定に至ることが示された。 

就労後から就労継続の流れとしては、まず『仕事の判断の難しさ』などの【判断の難しさ】や『コミュニケー

ションの困難』など【対人関係の困難】が見られ、『仕事の負担』など【就労の困難】に影響している。【就労の

困難】により、『メンタル不調』などの【就労によるネガティブ反応】が生まれるが、本人の『障害の葛藤』や『障

害の受容』といった【障害の受け止め】や困難から乗り越えるために『一般的なサポート』などの【サポート】

を受けることによって、仕事に対しての『目標』や『嬉しい』などの【就労によるポジティブな側面】に影響し

ている。【就労によるポジティブな側面】が生まれることで『適応する工夫』や『ストレス発散』などの【生活の

調整】が生まれ、就労継続に至ることが示された。 

 

3)考察 

本研究では就労の準備をしていたにも関わらず、就職活動の困難さが見られた。特に面接の困難が多く見られ

た。松村(2014)が述べていたように「②面接でほとんど話せないまた意図を読めない対応をしてしまう③グルー

プ面接で協力的行動がとれない④エントリーシートが書けない」といった困難が本研究でも見られた。就労後で

はさまざまな困難が見られた。国立特別支援教育総合研究所(2007)が述べていたように「対人関係が主体の

仕事や臨機応変が必要な仕事は困難」があり、本研究のインタビューでも同じ結果であった。一方で就労に

よるポジティブな側面が確認できた。就労によるポジティブな側面の中で中位カテゴリーの目標が多く見られた。

宋他 (2015)は「他者の意見に従順となり、自分で判断し、選択する経験が少ない」と述べている。つまり、就労

することにより資格を取りたいなどの目標を、自己決定することは当事者に大きな意味を持つのではないだろう

か。従って、発達障害学生自身が自分の意思で主体的に「自己決定」をしていく力を身に着け、自分で意思決定

し選択していくプロセスが重要である(宋他,2015)。 
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